
30周年記念特別講演

	

演
奏
曲

ク
ー
プ
ラ
ン

ク
ラ
ヴ
サ
ン
曲
集
第
一
三
組
曲
（
一
七
二
二
）
よ
り

百
合
の
花
ひ
ら
く

葦
　

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。「
フ
ラ
ン
ス
音
楽
の
歓
び
」
に
お
越
し
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
弾
き
ま
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ク
ー
プ
ラ
ン
の
『
百
合
の
花
開
く
』

と
『
葦
』
で
す
。
百
合
は
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
の
象
徴
で
、
王
国
が
幾
久
し
く
栄
え
る
よ
う
に

と
の
願
い
を
こ
め
た
作
品
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
か
ら
七
十
年
後
に
は
フ
ラ
ン
ス
革

命
が
起
き
、
王
様
は
断
頭
台
の
露
と
消
え
た
の
で
す
。

二
〇
一
八
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
ク
ロ
ー
ド
・
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
没
後
一
〇
〇
年
を
迎
え
た
。
日
本
各
地
で

こ
の
作
曲
家
に
ち
な
ん
だ
魅
力
的
な
演
奏
会
が
催
さ
れ
た
が
、
本
学
で
も
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
青
柳
い
づ
み
こ
氏
を
お
招
き
し
て
の
、
レ
ク
チ
ャ
ー
＆
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
目
で
観
る
音
楽
会
と
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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）
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フ
ラ
ン
ス
音
楽
の
歓
び　
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
没
後
一
〇
〇
年
を
超
え
て

�

青
柳
い
づ
み
こ　

レ
ク
チ
ャ
ー
＆
コ
ン
サ
ー
ト

ク
ロ
ー
ド
・
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
（
一
八
六
二
―
一
九
一
八
）

　

フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
。
形
式
、
和
声
、
色
彩
に
お
い
て
伝

統
的
基
準
に
よ
ら
な
い
、
全
く
独
自
の
作
風
で
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
や
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
作
品
を
多
数
作
曲
し
た
。
ま
た
、
歌

曲
や
唯
一
の
オ
ペ
ラ
『
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
』
は
、
控

え
目
な
表
現
に
よ
る
内
面
的
心
理
描
写
に
成
功
し
て
い
る
。

後
世
の
作
曲
家
で
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
影
響
を
受
け
て
い
な

い
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
も
評
さ
れ
、
最
も
典
型
的
な
印

象
派
音
楽
家
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。 
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今
日
は
フ
ラ
ン
ス
が
一
番
栄
え
て
い
た
時
代
に
貴
族
た
ち
が
楽
し
ん
だ
「
雅
び
な
る
宴
」

の
世
界
と
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
十
九
世
紀
末
―
二
十
世
紀
初
頭
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ロ
ン

模
様
に
つ
い
て
お
話
し
な
が
ら
、
十
八
世
紀
の
ク
ラ
ヴ
サ
ン
曲
と
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
ピ
ア

ノ
曲
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
画
像
（
ア
ル
ル
カ
ン
の
打
ち
明
け
話
）
は
十
八
世
紀
ロ
コ
コ
の
画
家
ア
ン
ト
ワ
ー

ヌ
・
ワ
ッ
ト
ー
（
一
六
八
四
―
一
七
二
一
）
の
い
わ
ゆ
る
雅
宴
画
で
す
。
ル
イ
十
四
世
、

十
五
世
の
時
代
、
貴
族
た
ち
は
運
河
に
豪
奢
な
舟
を
浮
か
べ
、
余
興
に
イ
タ
リ
ア
喜
劇
の

役
者
た
ち
を
呼
び
、
マ
ン
ド
リ
ン
を
か
き
な
ら
し
、
歌
い
踊
り
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
喜
劇

を
知
ら
な
く
て
も
、
ピ
エ
ロ
、
ア
ル
ル
カ
ン
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
ご
存
じ
で
し
ょ

う
。
コ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ラ
ル
テ
は
、
十
六
世
紀
に
北
イ
タ
リ
ア
に
発
生
し
た
即
興
仮
面
劇

で
す
。
俳
優
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
仮
面
と
衣
装
を
つ
け
て
類
型
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
演
じ

ま
し
た
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ロ
の
版
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
最
初
の
こ
ろ
は
、
屋
外
に
設
置

し
た
簡
易
舞
台
で
演
じ
ま
し
た
が
、
の
ち
に
常
設
舞
台
で
も
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
す
ぐ
わ
か
る
仮
面
を
つ
け
、
恋
愛
、
嫉
妬
、
老
い
の
悩
み
な
ど

類
型
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
と
に
演
じ
ま
し
た
が
、
時
事
問
題
や
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
な
ど
ト

レ
ン
デ
ィ
な
話
題
も
当
意
即
妙
に
取
り
入
れ
、
ま
た
地
域
性
を
も
た
せ
て
人
気
を
集
め
ま

し
た
。
ま
た
、
方
言
を
利
用
し
た
滑
稽
な
会
話
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
や
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
な
ど

身
体
的
な
表
現
も
ま
じ
え
て
観
客
を
笑
わ
せ
ま
し
た
。
相
方
を
打
つ
た
め
の
棒
の
よ
う
な

小
道
具
も
使
用
し
ま
す
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
ピ
ア
ノ
曲
に
『
ベ
ル
ガ
マ
ス
ク
組
曲
』
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
ベ
ル
ガ
モ
の
」
と
い
う
意
味
で
す
。
ベ
ル
ガ
モ
出
身
の

役
者
は
な
ま
り
が
ひ
ど
く
、
し
ゃ
べ
る
だ
け
で
笑
い
が
と
れ
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
ベ
ル
ガ
マ
ス
ク
組
曲
』
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
詩
集
『
雅
び
な
る
宴
』
の

『
月
の
光
』
に
は
、「
マ
ス
ク
と
ベ
ル
ガ
マ
ス
ク
」
と
い
う
語
呂
合
わ
せ
が
出
て
き
ま
す
。

フランソワ・クープランアルルカンの打ち明け話ジャック・カロの版画
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30周年記念特別講演

イ
タ
リ
ア
喜
劇
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち

　

こ
ち
ら
は
パ
ン
タ
ロ
ー
ネ
と
い
わ
れ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
仮
面
で
す
。
金
持
ち
で
欲
深
で

好
色
な
老
人
と
い
う
特
徴
を
備
え
て
い
ま
す
。
役
柄
と
し
て
は
カ
ピ
タ
ー
ノ
や
ド
ッ
ト
ー

レ
の
友
人
や
商
売
仲
間
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
パ
ン
タ
ロ
ー
ネ
の
商
売
が
召
使

の
ザ
ン
ニ
に
妨
害
さ
れ
る
の
が
決
ま
り
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。

　

ア
ル
レ
ッ
キ
ー
ノ
は
ベ
ル
ガ
モ
出
身
の
軽
業
師
、
い
わ
ゆ
る
ペ
テ
ン
師
で
す
。
フ
ラ
ン

ス
で
は
ア
ル
ル
カ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ハ
ー
レ
ク
ィ
ン
と
呼
ば
れ
ま
す
。
他
の
登
場
人
物

を
打
つ
た
め
の
棒
を
も
ち
、
赤
・
緑
・
青
の
ま
だ
ら
の
衣
装
と
黒
い
仮
面
を
つ
け
て
い
ま

す
。
ド
ッ
ト
ー
レ
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
博
士
で
初
老
の
男
で
す
。
博
学
で
饒
舌
、
黒
ず
く
め

で
白
い
カ
ラ
ー
を
つ
け
、
巨
大
な
フ
ェ
ル
ト
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
ま
す
。
プ
ル
チ
ネ
ッ

ラ
は
ナ
ポ
リ
の
道
化
で
、
背
中
に
こ
ぶ
が
あ
り
ま
す
。
鷲
鼻
の
黒
い
マ
ス
ク
を
被
り
、
白

い
外
套
を
着
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
ポ
ル
シ
ネ
ル
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
パ
ン

チ
と
呼
ば
れ
ま
す
。
カ
ピ
タ
ー
ノ
は
ス
ペ
イ
ン
の
隊
長
で
す
。
か
つ
て
の
戦
士
で
、
戦
の

自
慢
話
ば
か
り
し
て
い
る
け
れ
ど
実
は
臆
病
者
な
ん
で
す
。
大
き
な
襟
、
巨
大
な
帽
子
な

ど
軍
服
の
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
を
着
て
い
ま
す
。

	

演
奏
曲

ク
ー
プ
ラ
ン

ク
ラ
ヴ
サ
ン
曲
集
第
六
組
曲
（
一
七
一
七
）
よ
り

恋
す
る
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

神
秘
の
バ
リ
ケ
ー
ド

　

北
イ
タ
リ
ア
に
発
生
し
た
イ
タ
リ
ア
喜
劇
は
、
十
七
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
渡

り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
か
ら
パ
リ
で
は
定
期
市
（Foire

）
が
さ
か
ん
に
な
り
ま

2

パンタローネアルレッキーノドットーレ
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す
。
市
場
（M

arché

）
は
日
常
的
な
交
換
の
場
で
す
が
、
定
期
市
は
非
日
常
的
な
場
で
、

大
道
芸
人
、
香
具
師
、
旅
回
り
の
劇
団
な
ど
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
パ
リ
に
は
サ
ン
＝

ト
ヴ
ィ
ド
、
サ
ン
＝
ジ
ェ
ル
マ
ン
、
サ
ン
＝
ロ
ー
ラ
ン
の
三
大
定
期
市
が
あ
り
ま
し
た
。
サ

ン
＝
ジ
ェ
ル
マ
ン
と
サ
ン
＝
ロ
ー
ラ
ン
の
定
期
市
に
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
の
劇
場
を
も
っ
て
い
た

ニ
コ
レ
は
、
一
七
六
四
年
に
小
さ
な
劇
場
を
つ
く
っ
て
動
物
芸
を
上
演
し
ま
し
た
。
そ
の

数
年
後
に
は
、
オ
ー
デ
ィ
ノ
が
小
さ
な
劇
場
を
建
て
、
ニ
コ
レ
に
対
抗
し
ま
し
た
。
こ
の

二
軒
は
そ
れ
ぞ
れ
ゲ
ー
テ
座
、
ア
ン
ビ
ギ
ュ
ー
・
コ
ミ
ッ
ク
座
と
し
て
タ
ン
プ
ル
大
通
り

を
象
徴
す
る
劇
場
と
な
り
ま
す
。
十
八
世
紀
も
後
半
に
な
る
と
人
形
劇
、
自
動
人
形
、
影

絵
、
手
品
、
軽
業
、
動
物
芸
な
ど
を
出
し
物
に
し
た
見
せ
物
小
屋
が
タ
ン
プ
ル
大
通
り
で

開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
演
劇
・
芸
能
の
規
模
が
広
が
る
に
つ
れ
、
定
期
市
は
国

家
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
を
受
け
、
一
七
七
〇
―
八
〇
年
代
に
は
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
も
っ
ぱ
ら
タ
ン
プ
ル
大
通
り
が
芸
能
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

フ
ュ
ナ
ン
ビ
ュ
ル
座
の
ピ
エ
ロ
役
者
ド
ゥ
ビ
ュ
ロ
ー

　

一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
、
演
劇
へ
の
制
限
は
緩
和
さ
れ
、
新
し
い
演
目
が
上

演
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
は
再
び
排
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

一
八
一
四
年
、
ル
イ
十
八
世
が
即
位
す
る
と
、
タ
ン
プ
ル
大
通
り
に
も
活
気
が
よ
み
が
え

り
ま
す
。
一
八
一
六
―
一
七
年
に
か
け
て
、
軽
業
師
の
ド
ゥ
ビ
ュ
ロ
ー
一
家
が
フ
ュ
ナ
ン

ビ
ュ
ル
座
に
雇
わ
れ
ま
し
た
。
長
男
の
ガ
ス
パ
ー
ル
（
一
七
九
六
―
一
八
四
六
）
は
一
家

の
中
で
は
軽
業
が
下
手
で
し
た
が
、
最
も
喜
劇
性
を
身
に
つ
け
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、

ピ
エ
ロ
役
の
役
者
が
劇
場
を
追
わ
れ
、
ガ
ス
パ
ー
ル
が
バ
チ
ス
ト
と
い
う
芸
名
で
舞
台
に

上
っ
た
と
こ
ろ
、
大
喝
采
を
博
し
た
の
で
す
。
一
八
二
六
年
、
ド
ゥ
ビ
ュ
ロ
ー
は
正
式
な

ピ
エ
ロ
役
者
と
し
て
契
約
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
ピ
エ
ロ
の
衣
装
は
ワ
ッ
ト
ー
『
ジ
ル
』

を
参
考
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
ド
ゥ
ビ
ュ
ロ
ー
は
フ
リ
ル
の
つ
い
た
襟
を
や
め
、
袖
が
長

カピターノワットー『ジル』 プルチネッラ
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30周年記念特別講演

く
ゆ
っ
た
り
し
た
白
い
衣
装
を
着
け
、
黒
い
半
球
型
の
帽
子
に
髪
を
お
さ
め
ま
し
た
。
こ

ん
に
ち
よ
く
知
ら
れ
た
ピ
エ
ロ
像
で
す
ね
。
そ
し
て
、
一
八
二
八
年
か
ら
演
じ
た
パ
ン
ト

マ
イ
ム
仕
立
て
の
ド
タ
バ
タ
喜
劇
『
暴
れ
牛
』
の
ピ
エ
ロ
役
で
大
ヒ
ッ
ト
を
と
ば
し
ま
し

た
。『
パ
ン
ド
ラ
』
誌
に
「
ド
ゥ
ビ
ュ
ロ
ー
は
同
僚
と
同
じ
だ
け
の
評
判
を
得
て
い
る
。
彼

は
作
者
で
も
、
装
置
家
で
も
舞
台
監
督
で
も
な
い
。
た
だ
の
ジ
ル
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
そ

の
ユ
ニ
ー
ク
な
才
能
の
い
か
に
卓
越
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
批
評
が
載
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
一
八
三
六
年
、
ド
ゥ
ビ
ュ
ロ
ー
が
自
分
を
道
化
と
揶
揄
し
た
酔
っ
ぱ
ら
い
を
杖

で
打
ち
す
え
て
殺
す
と
い
う
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
彼
の
芸
術
を
愛
す
る
多
く
の
文
人
た

ち
の
嘆
願
に
よ
り
無
罪
放
免
と
な
り
、
彼
の
復
帰
で
フ
ュ
ナ
ン
ビ
ュ
ル
座
は
賑
わ
い
ま
し

た
が
、「
殺
人
者
ピ
エ
ロ
」
を
前
面
に
出
し
た
『
古
着
屋
』
は
ド
ゥ
ビ
ュ
ロ
ー
を
苦
し
ま
せ

ま
し
た
。
彼
が
舞
台
で
思
わ
ず
流
し
た
涙
が
ひ
き
が
ね
と
な
っ
て
、「
涙
を
流
す
悲
し
き
ピ

エ
ロ
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
の
で
す
。

　

こ
ち
ら
は
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
デ
ッ
サ
ン
で
す
。
こ
れ
か
ら
演
奏
す
る
『
月
の
光
』
の
タ

イ
ト
ル
は
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
同
名
の
詩
か
ら
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
月
明
か
り
の
道
を
行
く

イ
タ
リ
ア
喜
劇
の
役
者
た
ち
、
昼
間
は
楽
し
く
人
を
笑
わ
せ
て
い
る
が
、
仮
面
の
下
は
そ

ん
な
に
陽
気
で
は
な
い
ら
し
い
、
と
い
う
様
子
が
哀
し
く
歌
い
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

	

演
奏
曲

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

『
ベ
ル
ガ
マ
ス
ク
組
曲
』（
一
八
九
〇
）
よ
り

月
の
光

3

ドビュッシーのデッサン
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こ
こ
か
ら
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
、
雅
び
な
る

宴
の
お
話
で
す
。
一
九
一
〇
年
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
庭
園
で
「
雅
び
な
る
宴
」（
ワ
ッ
ト
ー

『
公
園
で
の
つ
ど
い
』）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
『
失
わ
れ
た
時
を

求
め
て
』
の
サ
ン
＝
ル
ー
の
モ
デ
ル
、
ロ
ベ
ー
ル
・
デ
ュ
ミ
エ
ー
ル
子
爵
で
す
。
作
曲
家
と

し
て
よ
り
も
プ
ル
ー
ス
ト
の
友
人
と
し
て
知
ら
れ
る
レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
ー
ン
に
よ
っ
て
夢

の
よ
う
に
描
き
出
さ
れ
た
祝
宴
の
模
様
で
す
。
同
時
代
の
人
々
に
は
、
作
家
と
い
う
よ
り

む
し
ろ
「
社
交
界
評
論
家
」
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
プ
ル
ー
ス
ト
も
ま
た
、
世
紀
末
の

ダ
ン
デ
ィ
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
＝
フ
ザ
ン
サ
ッ
ク
伯
爵
が
一
八
九
四
年
に
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

の
邸
宅
で
催
し
た
祭
宴
の
様
子
を
『
ゴ
ロ
ー
ワ
』
紙
に
寄
稿
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
・
ヴ
ァ
リ
エ
ー
ル
夫
人
と
モ
ン
テ
ス
パ
ン
夫
人
は
、
共
に
ル
イ
十
四
世
の
愛
人
で
す
。

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
は
、
革
命
以
前
の
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
（
旧
体
制
）
へ
の
憧
れ
と
回

帰
の
念
の
象
徴
で
し
た
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
祭
宴
の
招
待
客
は
、
グ
レ
フ
ュ
ー
ル
伯
爵

夫
人
、
ポ
ト
ッ
カ
伯
爵
夫
人
、
ブ
ラ
ン
コ
ヴ
ァ
ン
大
公
妃
、
ル
メ
ー
ル
夫
人
母
娘
、
ゲ
ル

ヌ
伯
爵
夫
妻
、
ロ
ー
ダ
ン
バ
ッ
ク
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ド
ー
デ
夫
人
、
ア
ン
リ
・
ド
・
レ

ニ
エ
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
テ
ィ
エ
、
エ
レ
デ
ィ
ア
父
娘
、
ソ
シ
ー
ヌ
伯
爵
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
「
ト
ゥ
＝
パ
リ
」（
パ
リ
社
交
界
の
名
士
）
で
一
〇
〇
名
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
プ

ル
ー
ス
ト
は
、
一
部
の
貴
婦
人
の
衣
装
の
描
写
が
削
ら
れ
た
と
い
っ
て
、
新
聞
社
に
抗
議

し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
の
女
主
人
た
ち

　

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
や
フ
ォ
ー
レ
の
祭
宴
の
出
席
者
は
、
そ
の
ま
ま
、
そ
の
時
代
の
音
楽

サ
ロ
ン
の
重
要
な
人
物
で
も
あ
り
ま
し
た
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
従
姉
妹
で
、『
失
わ
れ
た

時
を
求
め
て
』
の
ゲ
ル
マ
ン
ト
公
爵
夫
人
の
モ
デ
ル
の
一
人
と
い
わ
れ
る
グ
レ
フ
ュ
ー
ル

伯
爵
夫
人
は
貧
し
い
貴
族
の
出
で
し
た
が
、
一
八
七
八
年
に
財
産
家
の
夫
と
結
婚
し
て
以

ワットー『公園でのつどい』レイナルド・アーンプルースト
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30周年記念特別講演

来
、
文
芸
の
庇
護
者
と
し
て
活
躍
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
豪
華
な
宴
を
催
し
ま
し
た
。
彼
女
の

サ
ロ
ン
は
、
パ
リ
の
社
交
界
で
も
グ
レ
ー
ド
の
高
い
こ
と
で
知
ら
れ
、
音
楽
家
た
ち
は
ア

ス
ト
ル
グ
街
の
邸
宅
や
デ
ィ
エ
ッ
プ
の
別
荘
、
ボ
ワ
＝
ブ
ド
ラ
ン
の
シ
ャ
ト
ー
で
手
厚
く

も
て
な
さ
れ
ま
し
た
。
グ
レ
フ
ュ
ー
ル
夫
人
は
ま
た
、
音
楽
の
世
界
を
影
で
操
る
黒
幕
的

存
在
で
も
あ
り
ま
し
た
。
夫
人
は
、
一
八
九
〇
年
代
は
じ
め
、
国
民
音
楽
協
会
の
改
革
に

奔
走
し
た
時
期
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
一
八
七
一
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
作
品
の
紹
介
を

目
的
に
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
ら
の
よ
び
か
け
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
団
体
で
す
が
、
一
八
九

〇
年
に
フ
ラ
ン
ク
が
亡
く
な
っ
て
以
来
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
前
衛
色
が
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま

し
た
。
夫
人
は
、
国
民
音
楽
協
会
に
対
抗
す
る
組
織
を
つ
く
っ
て
競
わ
せ
よ
う
と
ま
で
考

え
ま
し
た
が
、
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
の
ち
に
一
九
〇
九
年
の
独
立
音
楽
協
会
の
発
足
と

な
っ
て
実
を
結
び
ま
す
。

　

一
方
、
グ
レ
フ
ュ
ー
ル
伯
爵
夫
人
と
共
に
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
の
音
楽
界
に
君
臨
し
た
ポ
リ

ニ
ャ
ッ
ク
大
公
妃
の
音
楽
夜
会
も
、
シ
ャ
ブ
リ
エ
か
ら
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
ま
で
、
発
表

の
機
会
を
与
え
ら
れ
な
い
「
現
代
音
楽
」
の
初
演
の
場
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い

ま
し
た
。
結
婚
に
よ
っ
て
出
世
し
た
グ
レ
フ
ュ
ー
ル
夫
人
と
ち
が
っ
て
、
ポ
リ
ニ
ャ
ッ
ク

大
公
妃
、
前
名
セ
＝
モ
ン
ベ
リ
ア
ー
ル
公
爵
夫
人
の
場
合
は
、
自
身
が
ア
メ
リ
カ
の
大
富
豪

の
娘
だ
っ
た
の
で
す
。
ポ
リ
ニ
ャ
ッ
ク
大
公
は
、
七
月
革
命
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
退
陣

し
た
シ
ャ
ル
ル
十
世
の
大
臣
の
息
子
で
、
一
八
九
三
年
に
シ
ン
ガ
ー
・
ミ
シ
ン
の
創
立
者

の
娘
と
結
婚
し
て
巨
万
の
富
を
得
ま
し
た
。
大
公
自
身
が
ア
マ
チ
ュ
ア
の
作
曲
家
だ
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
コ
ル
タ
ン
ベ
ー
ル
街
の
サ
ロ
ン
に
は
、
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
や
フ
ォ
ー
レ
、

レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
ー
ン
な
ど
が
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
レ
の
『
五
つ
の
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
歌
』
や
組
曲
『
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
』
も
、
ポ
リ
ニ
ャ
ッ
ク
大
公
妃
に
献

呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ン
＝
マ
ル
ソ
ー
夫
人
も
音
楽
の
庇
護
者
と
し
て
有
名
で
、一
八
七
〇
―
一
九
三
〇
年
に

（
２
）

（
３
）

モンテスキューグレフュール伯爵夫人グレフュール伯爵夫人グレフュール伯爵夫人、モンテスキュー他
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開
い
て
い
た
サ
ロ
ン
に
は
、
お
気
に
入
り
の
フ
ォ
ー
レ
の
他
に
も
、
メ
サ
ジ
ェ
、
ラ
ヴ
ェ

ル
、
リ
カ
ル
ド
・
ヴ
ィ
ニ
ェ
ス
な
ど
の
前
衛
芸
術
家
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ラ
ヴ
ェ
ル
は
こ
こ

で
コ
レ
ッ
ト
に
出
会
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
ル
ー
マ
ニ
ア
出
身
の
ブ
ラ
ン
コ
ヴ
ァ
ン

大
公
妃
も
、
パ
デ
レ
フ
ス
キ
ー
の
友
人
で
自
身
が
優
れ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
り
、
フ
ォ
ー

レ
や
エ
ネ
ス
コ
の
保
護
者
で
し
た
。
詩
人
・
小
説
家
と
し
て
知
ら
れ
る
ノ
ア
イ
ユ
伯
爵
夫

人
は
、
こ
の
大
公
妃
の
娘
に
あ
た
り
ま
す
。
作
曲
家
で
音
楽
批
評
も
書
く
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン

ト
、
ソ
シ
ー
ヌ
伯
爵
の
サ
ン
＝
ギ
ョ
ー
ム
街
の
サ
ロ
ン
も
、
音
楽
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
催
し

て
フ
ォ
ー
レ
や
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
初
期
の
ピ
ア
ノ
曲
や
ア
ー
ン
の
歌
曲
を
演
奏
し
て
い
ま
し

た
。
ポ
ト
ッ
カ
伯
爵
夫
人
は
、
シ
ョ
パ
ン
の
恋
人
デ
ル
フ
ィ
ン
・
ポ
ト
ッ
カ
の
姪
で
、
リ

ス
ト
の
弟
子
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
彼
女
の
サ
ロ
ン
に
は
、
シ
ョ
パ
ン
の
時
代
と
同
じ
よ

う
に
著
名
な
文
学
者
や
音
楽
家
が
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

貴
族
で
は
な
い
が
、
薔
薇
の
花
の
画
家
ル
メ
ー
ル
夫
人
も
、
モ
ン
ソ
ー
街
の
ア
ト
リ
エ

で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
し
て
は
最
も
盛
ん
な
サ
ロ
ン
を
開
い
て
い
ま
し
た
。
火
曜
日
の
夜
会

の
ほ
か
に
詩
と
音
楽
の
マ
チ
ネ
も
あ
り
、
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
や
マ
ス
ネ
、
フ
ォ
ー
レ
や
ア
ー

ン
が
ピ
ア
ノ
の
前
に
坐
り
ま
し
た
。
彼
女
は
仮
装
舞
踏
会
を
催
す
の
が
好
き
で
、
あ
る
と

き
フ
ォ
ー
レ
の
音
楽
を
バ
ッ
ク
に
、
ワ
ッ
ト
ー
の
絵
画
風
の
デ
コ
ー
ル
の
中
で
、
出
席
者

が
十
八
世
紀
の
衣
装
を
つ
け
て
歌
い
踊
る
舞
踏
会
を
催
し
て
い
ま
す
。

	

演
奏
曲

ラ
モ
ー

ク
ラ
ヴ
サ
ン
曲
集
（
一
七
二
四
／
二
八
）
よ
り

や
さ
し
い
訴
え

タ
ン
ブ
ラ
ン

4

（
４
）

サン＝マルソー夫人のサロンルメール夫人のアトリエジャン＝フィリップ・ラモー
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30周年記念特別講演

　

ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
の
音
楽
サ
ロ
ン
は
、
あ
る
意
味
で
、
古
き
よ
き
時
代
へ
の
憧
れ
、
十

八
世
紀
へ
の
退
行
現
象
で
し
た
。
デ
ュ
ミ
エ
ー
ル
子
爵
の
祭
宴
は
、
ピ
ア
ノ
を
ク
ラ
ヴ
サ

ン
、
フ
ォ
ー
レ
を
ク
ー
プ
ラ
ン
、
貴
族
た
ち
を
ル
イ
十
四
世
に
お
き
か
え
さ
え
す
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
十
八
世
紀
ロ
コ
コ
の
画
家
ワ
ッ
ト
ー
が
描
い
た
貴
族
の
舟
あ
そ
び
、「
艷
な
る

宴
」
の
世
界
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
レ
が
生
ま
れ
た
一
八
四
五
年
、
ル
イ
＝
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
治
世
下
に
あ
っ
た
フ
ラ

ン
ス
は
、
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
七
月
革
命
の
記
憶
か
ら
遠
ざ
か
り
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・

レ
ジ
ー
ム
の
思
い
出
が
色
濃
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
傾
向
は
、
一
八
四
八
年
の
二
月

革
命
、
一
八
七
〇
年
の
普
仏
戦
争
の
敗
北
、
翌
七
一
年
の
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
失
敗
を

経
て
、
よ
り
強
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
革
命
も
、
七
月
革
命
も
、
二
月
革
命
も
、
結
局
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
や
反
動
勢
力

の
陰
謀
に
よ
っ
て
お
し
も
ど
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
火
つ
け
役
と
な
っ
た
の
は
、
民

衆
の
バ
リ
ケ
ー
ド
で
す
。
一
八
三
〇
年
、
市
民
が
パ
リ
市
庁
舎
と
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
を
占
拠

し
て
七
月
革
命
が
は
じ
ま
っ
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど
四
回
目
の
ロ
ー
マ
大
賞
に
挑
戦
す
る
カ

ン
タ
ー
タ
の
楽
譜
を
書
い
て
い
た
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
は
、
街
頭
に
と
び
だ
し
、
ラ
・
マ
ル
セ

イ
エ
ー
ズ
の
大
合
唱
に
加
わ
り
ま
し
た
。
ド
ラ
ク
ロ
ワ
も
、
街
頭
に
と
び
だ
し
民
衆
を
導

く
自
由
の
女
神
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
十
八
年
後
に
二
月
革
命
が
起
こ
っ
た
と
き
も
、
パ

リ
全
市
に
バ
リ
ケ
ー
ド
が
築
か
れ
、
国
王
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
退
位
を
決
意
し
て
パ
リ

を
脱
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
も
な
く
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て

第
二
帝
政
が
は
じ
ま
り
、
抵
抗
委
員
会
を
つ
く
っ
て
労
働
者
に
よ
び
か
け
た
ユ
ゴ
ー
は
、

努
力
も
む
な
し
く
国
外
に
追
放
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
一
八
七
一
年
、
今
度
こ
そ
、
と
思
っ
た
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
し
た
が
、
近
代

兵
器
の
前
に
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
来
の
伝
統
の
戦
術
も
虚
し
か
っ
た
の
で
す
。
パ
リ
・
コ

ミ
ュ
ー
ン
の
失
敗
は
、
バ
リ
ケ
ー
ド
の
時
代
の
終
焉
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
バ
リ
ケ
ー
ド
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の
戦
い
に
都
合
の
よ
か
っ
た
パ
リ
の
街
の
細
い
路
地
は
、
十
九
世
紀
後
半
の
都
市
計
画
に

よ
っ
て
次
第
に
姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
加
え
て
反
乱
を
起
こ
し
た
国
民
軍
の
大
半

は
失
業
中
の
職
人
や
労
働
者
の
よ
せ
あ
つ
め
で
、
国
民
軍
に
支
給
さ
れ
る
日
当
め
あ
て
の

者
も
多
く
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
軍
の
巧
妙
な
作
戦
に
か
な
う
は
ず
も
な
か
っ
た
の
で
す
。
バ

リ
ケ
ー
ド
だ
け
を
武
器
に
、
自
由
と
反
動
の
シ
ー
ソ
ー
・
ゲ
ー
ム
に
敢
然
と
立
ち
向
か
っ

て
き
た
パ
リ
市
民
の
落
胆
は
大
き
く
、
と
り
わ
け
知
識
人
た
ち
の
心
に
は
、
絶
望
感
と
無

力
感
が
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

　

現
実
か
ら
目
を
そ
む
け
た
彼
ら
は
、
自
己
の
内
面
、
虚
構
の
想
像
の
世
界
に
埋
没
し
て

い
き
ま
す
。

　
「
艷
な
る
宴
」
の
美
し
く
も
哀
し
い
情
景
を
く
り
返
し
歌
っ
た
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
、
十
八
世

紀
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
思
い
を
寄
せ
た
レ
ニ
エ
な
ど
、
時
代
の
精
神
状
態
と
き
り
は
な
し
て

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

	

演
奏
曲

ラ
モ
ー　

異
名
同
音

さ
ま
ざ
ま
な
「
溜
ま
り
場
」

　

プ
ル
ー
ス
ト
が
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
祝
祭
の
模
様
を
新
聞
に
寄
稿
し
た
の
は
、
モ
ン
テ

ス
キ
ュ
ー
に
心
酔
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
ほ
と
ん
ど
の
名
家
と
姻
戚
関
係

に
あ
る
伯
爵
の
手
引
に
よ
っ
て
、
閉
鎖
的
な
社
交
界
に
は
い
り
こ
み
た
か
っ
た
か
ら
と
い
う

説
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
一
八
九
三
年
に
ル
メ
ー
ル
夫
人
の
夜
会
で
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に

紹
介
さ
れ
た
彼
は
、
そ
の
後
数
年
間
に
、
貴
族
の
館
が
建
ち
並
ぶ
こ
と
で
有
名
な
セ
ー
ヌ

左
岸
の
一
角
、
フ
ォ
ー
ブ
ー
ル
・
サ
ン
＝
ジ
ェ
ル
マ
ン
の
す
べ
て
の
サ
ロ
ン
に
出
入
り
で
き

5

マラルメピエール・ルイスアンドレ・ジッド
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30周年記念特別講演

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
作
家
と
し
て
は
、
上
流
社
会
の
新
聞
に
と
き
ど
き
サ
ロ
ン
の

記
事
を
書
く
他
、
ほ
と
ん
ど
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
作
品
を
発
表
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

十
九
世
紀
末
の
パ
リ
で
は
、
上
流
階
級
の
サ
ロ
ン
と
と
も
に
文
芸
サ
ロ
ン
も
栄
え
て
い

ま
し
た
。
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
あ
と
、
一
八
七
五
年
に
パ
リ
に
出
て
き
た
マ
ラ
ル
メ
は
、

ロ
ー
マ
街
八
九
番
地
に
居
を
定
め
、
毎
週
火
曜
日
に
友
人
た
ち
を
迎
え
ま
す
。
同
世
代
の

マ
ン
デ
ス
や
リ
ラ
ダ
ン
、
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
が
中
心
で
し
た
が
、
一
八
八
四
年
に
ヴ
ェ
ル
レ
ー

ヌ
が
『
呪
わ
れ
た
詩
人
た
ち
』
で
紹
介
し
て
以
来
、
若
い
世
代
が
集
い
、「
彼
の
言
葉
を
神

託
と
し
て
傾
聴
す
る
純
粋
詩
の
た
め
の
礼
拝
堂
」
と
な
り
ま
す
。
プ
ル
ー
ス
ト
の
一
才
年

長
の
詩
人
ピ
エ
ー
ル
・
ル
イ
ス
は
、
一
八
九
〇
年
に
マ
ラ
ル
メ
の
自
宅
に
招
か
れ
、
以
降

火
曜
会
の
常
連
と
な
り
ま
す
。
翌
九
一
年
、
プ
ル
ー
ス
ト
よ
り
二
才
年
長
の
ア
ン
ド
レ
・

ジ
ッ
ド
は
、
事
実
上
の
象
徴
派
の
祝
宴
と
な
っ
た
ジ
ャ
ン
・
モ
レ
ア
ス
の
『
情
熱
の
巡
礼
』

出
版
記
念
会
で
マ
ラ
ル
メ
に
紹
介
さ
れ
、
す
ぐ
に
火
曜
会
に
招
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
翌
九

二
年
、
プ
ル
ー
ス
ト
と
同
年
生
ま
れ
の
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
も
、
友
人
の
ピ
エ
ー
ル
・

ル
イ
ス
の
紹
介
で
は
じ
め
て
火
曜
会
に
出
席
し
て
い
ま
す
。
永
井
荷
風
が
愛
す
る
耽
美
派

詩
人
ア
ン
リ
・
ド
・
レ
ニ
エ
も
火
曜
会
の
常
連
で
し
た
。

　

こ
ち
ら
は
ピ
エ
ー
ル
・
ル
イ
ス
が
撮
影
し
た
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
で
す
。
音
楽
家
で
は
火
曜

会
の
唯
一
の
出
席
者
で
、
一
八
九
二
年
に
は
友
人
を
火
曜
会
に
同
伴
す
る
ほ
ど
マ
ラ
ル
メ

と
親
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
九
三
年
に
は
二
人
で
『
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
』
の
舞

台
初
演
に
接
し
て
い
ま
す
。
火
曜
会
は
、
九
四
年
に
は
オ
デ
ィ
ロ
ン
・
ル
ド
ン
、
マ
ル
セ

ル
・
シ
ュ
ウ
ォ
ブ
ら
を
加
え
、
ま
す
ま
す
多
彩
な
顔
ぶ
れ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
八
九
〇
年
代
に
若
い
文
人
た
ち
を
集
め
た
の
は
、
マ
ラ
ル
メ
の
サ
ロ
ン
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
八
八
九
年
末
に
シ
ョ
ッ
セ
・
ダ
ン
タ
ン
大
通
り
に
開
店
し
た

「
独
立
芸
術
書
房
」
に
は
、
マ
ラ
ル
メ
、
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
、
死
の
直
前
の
リ
ラ
ダ
ン
な
ど
の

長
老
格
に
加
え
て
、
レ
ニ
エ
、
ジ
ッ
ド
、
ピ
エ
ー
ル
・
ル
イ
ス
、
ク
ロ
ー
デ
ル
な
ど
若
い
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世
代
も
顔
を
出
し
、
画
家
の
フ
ェ
リ
シ
ア
ン
・
ロ
ッ
プ
ス
や
ル
ド
ン
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
と

と
も
に
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
に
連
れ
ら
れ
た
サ
テ
ィ
も
日
課
の
よ
う
に
し
て
や
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
書
房
は
若
い
才
能
に
出
版
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
ジ
ッ
ド
は
処

女
作
か
ら
『
沼
地
』
ま
で
の
全
作
品
を
「
独
立
芸
術
書
房
」
か
ら
出
版
し
て
い
ま
す
し
、

ピ
エ
ー
ル
・
ル
イ
ス
の
『
ビ
リ
テ
ィ
ス
の
歌
』、
レ
ニ
エ
の
『
古
い
ロ
マ
ネ
ス
ク
な
詩
』、

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
『
選
ば
れ
た
乙
女
』
や
『
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
五
つ
の
詩
』
の
楽
譜
も
こ

こ
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

	
演
奏
曲

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

選
ば
れ
た
乙
女
（
一
八
八
八
）　

　

ご
く
普
通
の
庶
民
だ
っ
た
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
、
火
曜
会
や
独
立
芸
術
書
房
な
ど
象
徴
派

の
詩
人
た
ち
が
集
う
サ
ロ
ン
に
は
出
席
し
ま
し
た
が
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
よ
う
な
上
流
階
級

と
は
無
縁
で
し
た
。

　

一
八
七
〇
年
七
月
、
普
仏
戦
争
の
勃
発
で
失
業
し
た
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
父
親
は
、
そ
の

年
の
暮
れ
に
パ
リ
第
一
区
の
区
役
所
に
勤
め
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
国
民
軍
に
加
わ
り

ま
し
た
。
第
十
三
大
隊
の
大
尉
と
し
て
イ
ッ
シ
ー
奪
回
の
軍
に
い
ま
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る

「
血
の
週
間
」
の
さ
な
か
に
捕
ら
え
ら
れ
て
投
獄
さ
れ
、
四
年
の
懲
役
を
宣
告
さ
れ
ま
す
。

の
ち
に
刑
期
は
一
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
期
間
、
貧
し
か
っ
た
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

一
家
が
辛
酸
を
な
め
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ミ
ュ
ー
ン
の
年
の
十
月
、ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
、モ
ー
テ
夫
人
と
い
う
ピ
ア
ノ
教
師
に
つ

い
て
ピ
ア
ノ
を
習
い
は
じ
め
ま
す
。
夫
人
は
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
義
母
で
、
ニ
コ
レ
街
一
四

番
地
の
夫
人
の
家
に
は
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
捕
ら
え
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
ヴ
ェ
ル

6
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30周年記念特別講演

レ
ー
ヌ
夫
妻
が
居
候
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
少
年
詩
人
の
ア
ル
チ
ュ
ー
ル
・
ラ
ン
ボ
ー

が
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
を
頼
っ
て
パ
リ
に
出
て
き
ま
す
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
学

史
上
名
高
い
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
＝
ラ
ン
ボ
ー
事
件
、
ま
さ
に
渦
中
の
家
に
ピ
ア
ノ
の
け
い
こ
に

通
っ
て
い
た
の
で
す
。
モ
ー
テ
夫
人
の
指
導
に
よ
っ
て
め
き
め
き
腕
を
あ
げ
た
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
は
、
翌
七
二
年
十
月
に
は
パ
リ
国
立
音
楽
院
の
ピ
ア
ノ
科
に
入
学
し
て
い
ま
す
。

少
年
時
代
の
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

　

パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
参
加
し
て
投
獄
さ
れ
た
父
を
も
つ
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
、
生
ま
れ

な
が
ら
に
、
育
ち
に
似
合
わ
な
い
貴
族
趣
味
を
身
に
つ
け
て
い
ま
し
た
。
パ
リ
音
楽
院
で

同
級
だ
っ
た
ピ
エ
ル
ネ
は
、
作
曲
家
の
少
年
時
代
を
こ
ん
な
風
に
回
想
し
て
い
ま
す
。

　
「
彼
は
う
ま
い
も
の
好
き
で
あ
り
、
食
い
し
ん
ぼ
う
で
は
な
か
っ
た
。
い
い
も
の
を
熱
愛

し
た
が
、
沢
山
あ
る
か
ど
う
か
は
大
し
て
重
要
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
音
楽
院
の
帰
り

に
プ
レ
ヴ
ォ
の
店
で
私
の
母
が
お
ご
っ
た
一
杯
の
シ
ョ
コ
ラ
を
、
彼
が
味
わ
う
流
儀
と
か
、

あ
る
い
は
ボ
ン
ノ
ー
の
店
で
、
仲
間
た
ち
の
よ
う
に
食
べ
で
の
あ
る
菓
子
で
満
足
す
る
か

わ
り
に
、
ぜ
い
た
く
な
も
の
を
な
ら
べ
た
ガ
ラ
ス
の
ケ
ー
ス
か
ら
、
か
わ
い
ら
し
い
サ
ン

ド
ウ
ィ
ッ
チ
や
マ
カ
ロ
ニ
入
り
の
小
さ
な
パ
イ
を
、
彼
が
選
ん
で
い
る
流
儀
と
か
を
、
私

は
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
る
。
こ
の
貧
し
い
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
階
級
の
出
の
子
供
は
、

万
事
に
貴
族
的
な
好
み
を
も
っ
て
い
た
。
彼
は
、
か
わ
い
ら
し
い
ち
っ
ち
ゃ
な
も
の
や
、

凝
っ
た
繊
細
な
も
の
に
、
特
別
な
偏
愛
を
示
し
た
。」

　

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
貴
族
趣
味
は
、
意
外
に
早
く
満
足
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
八
七
九
年
の
夏
休
み
、
十
七
才
の
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
、
あ
る
上
流
階
級
の
夫
人
に
雇
わ

れ
、
ト
リ
オ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
ロ
ワ
ー
ル
川
の
有
名
な
城
シ
ュ
ノ
ン
ソ
ー
で
夢
の
よ

う
な
数
週
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
仕
事
を
世
話
し
た
の
は
、
ピ
ア
ノ
の
先
生
で
す
。
翌
年

は
、
こ
れ
ま
た
ピ
ア
ノ
の
先
生
か
ら
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
庇
護
者
フ
ォ
ン
・
メ
ッ
ク

ヴェルレーヌアルチュール・ランボー少年時代のドビュッシー
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夫
人
の
ヴ
ァ
カ
ン
ス
旅
行
の
お
供
を
す
る
仕
事
が
ま
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

は
三
年
連
続
で
メ
ッ
ク
夫
人
と
行
動
を
共
に
し
、
最
初
の
年
の
一
八
八
〇
年
に
は
、
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
ィ
ー
ン
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
ま
わ
る
豪
華
な
旅
を

し
て
い
ま
す
。

	

演
奏
曲

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー　

夢
（
一
八
九
〇
）

　

一
八
八
四
年
に
作
曲
家
の
登
竜
門
で
あ
る
ロ
ー
マ
賞
を
受
賞
し
た
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
、

二
年
間
の
ロ
ー
マ
留
学
の
後
、
パ
リ
で
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
生
活
に
は
い
り
ま
す
。
カ
ン
タ
ー
タ

『
選
ば
れ
た
乙
女
』
が
初
演
さ
れ
て
好
評
を
得
た
と
は
い
え
、
ま
だ
無
名
の
駆
け
出
し
で
し

た
。
こ
の
時
代
の
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
を
物
心
両
面
で
支
え
た
の
は
、
先
輩
作
曲
家
の
シ
ョ
ー
ソ

ン
で
す
。
シ
ョ
ー
ソ
ン
家
の
サ
ロ
ン
で
夫
人
と
ピ
ア
ノ
の
連
弾
を
し
た
り
、
リ
ュ
ザ
ン
シ
ー

に
あ
る
シ
ョ
ー
ソ
ン
の
別
荘
に
招
か
れ
て
野
遊
び
し
た
り
す
る
画
像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

一
八
九
三
年
に
、
貧
し
い
屋
根
裏
部
屋
か
ら
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ド
レ
街
の
ア
パ
ル
ト
マ
ン

に
引
っ
越
す
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
シ
ョ
ー
ソ
ン
が
援
助
し
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
八
九
四
年
は
、
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
時
代
の
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
が
一
番
社
交
界
に
近
づ
い
た
年

で
し
た
。
二
月
に
は
、
サ
ン
＝
マ
ル
ソ
ー
夫
人
の
サ
ロ
ン
に
招
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
夫
人

の
日
記
に
よ
れ
ば
、
彼
女
は
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
伴
奏
で
『
選
ば
れ
た
乙
女
』
を
歌
い
、
ド

ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
『
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
』
や
『
牧
神
の
午
後
へ
の
前
奏
曲
』
を
ピ
ア

ノ
で
弾
き
ま
し
た
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
、
二
月
十
七
日
に
国
民
音
楽
協
会
で
『
叙
情
的
散

文
』
を
初
演
す
る
歌
姫
テ
レ
ー
ズ
・
ロ
ジ
ェ
と
婚
約
中
で
し
た
。
逆
に
い
う
と
、
婚
約
中

だ
っ
た
か
ら
、
夫
人
の
よ
う
な
ハ
イ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
家
に
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ

7
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30周年記念特別講演

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

三
月
十
六
日
に
は
、シ
ョ
ー
ソ
ン
に
、結
婚
を
控
え
て
今
ま
で
の
借
金
を
返
し
た
い
か
ら

一
五
〇
〇
フ
ラ
ン
貸
し
て
ほ
し
い
、
と
頼
ん
で
い
ま
す
。
一
フ
ラ
ン
一
〇
〇
〇
円
の
時
代

で
す
か
ら
、
一
五
〇
万
円
…
…
。
月
末
、
こ
の
婚
約
は
テ
レ
ー
ズ
側
か
ら
の
申
し
出
で
破

談
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
か
ら
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
が
同
棲
し
て
い
た
ギ
ャ
ビ
ー
と
い
う
女
性

の
存
在
が
明
る
み
に
出
た
の
で
す
。
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
は
「
ト
ウ
＝
パ
リ
」
に
流
れ
、
シ
ョ
ー

ソ
ン
は
手
紙
で
き
び
し
く
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
を
叱
責
し
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
姿
は
サ
ン
＝
マ

ル
ソ
ー
夫
人
の
家
か
ら
消
え
ま
し
た
。

　

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
窮
状
を
み
か
ね
た
の
は
、
シ
ョ
ー
ソ
ン
の
義
弟
の
画
家
ア
ン
リ
・
ル

ロ
ー
ル
で
す
。
一
八
九
四
年
末
、『
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
』
の
第
一
稿
を
仕
上
げ
た
ド

ビ
ュ
ッ
シ
ー
を
自
宅
の
サ
ロ
ン
に
招
い
て
試
演
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
ル
ロ
ー
ル
の
娘
イ

ヴ
ォ
ン
ヌ
に
恋
を
し
た
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
、
生
前
未
発
表
奏
の
組
曲
『
忘
れ
ら
れ
た
映
像
』

を
捧
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
『
サ
ラ
バ
ン
ド
』
は
の
ち
に
『
ピ
ア
ノ
の
た
め
に
』
の
第

二
曲
に
組
み
込
ま
れ
、
ル
ア
ー
ル
夫
人
に
捧
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ

の
結
婚
後
の
姓
で
す
。

	

演
奏
曲

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

忘
れ
ら
れ
た
映
像
（
一
八
九
四
）
よ
り

レ
ン
ト

サ
ラ
バ
ン
ド

8
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リ
リ
ー

　

上
流
階
級
の
娘
に
ふ
ら
れ
つ
づ
け
た
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
、
結
局
、
一
八
九
九
年
に
婦
人

服
店
に
勤
め
る
貧
し
い
娘
リ
リ
ー
と
結
婚
し
ま
す
。
婚
礼
の
日
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
ピ
ア

ノ
の
弟
子
の
ロ
ミ
リ
ー
嬢
の
家
に
行
き
、
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
謝
礼
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

新
妻
を
ロ
ミ
リ
ー
家
の
階
段
の
下
で
待
た
せ
て
い
た
新
郎
は
、
午
後
を
植
物
園
で
過
ご
し
、

夜
は
双
方
の
両
親
を
伴
っ
て
食
事
に
で
か
け
ま
し
た
が
、
レ
ッ
ス
ン
代
は
食
事
で
消
え
て

し
ま
っ
た
の
で
、
全
員
バ
ス
に
も
乗
れ
ず
、
歩
い
て
帰
っ
た
そ
う
で
す
。

　

紆
余
曲
折
の
の
ち
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
よ
う
や
く
一
九
〇
二
年
に
『
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ

ザ
ン
ド
』
上
演
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
一
流
作
曲
家
の
仲
間
入
り
を
し
た
彼
は
、
作
曲
の

弟
子
ラ
ウ
ー
ル
・
バ
ル
ダ
ッ
ク
の
母
エ
ン
マ
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
上
流
社
会
へ
の
見

は
て
ぬ
夢
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
エ
ン
マ
が
夫
と
子
供
を
捨
て
て
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
の
許
に
走
っ
た
の
は
、
一
九
〇
四
年
夏
の
こ
と
で
す
。

　

か
け
お
ち
事
件
は
、
リ
リ
ー
の
自
殺
未
遂
も
あ
っ
て
大
変
な
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
ま
き
お

こ
し
ま
し
た
。
二
人
は
、
金
持
ち
し
か
住
ま
な
い
パ
リ
一
六
区
に
庭
つ
き
の
一
軒
家
を
借

り
て
、
召
使
と
料
理
人
を
置
き
ま
し
た
。
子
供
が
生
ま
れ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
家
庭
教

師
も
つ
け
ま
す
。
し
か
し
、
エ
ン
マ
が
あ
て
に
し
て
い
た
伯
父
の
莫
大
な
遺
産
は
何
故
か

慈
善
団
体
に
寄
付
さ
れ
て
し
ま
い
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
生
活
費
稼
ぎ
の
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
地
を
あ
ち
こ
ち
演
奏
旅
行
し
て
ま
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
バ
ル
ダ
ッ

ク
夫
人
と
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
再
婚
は
、
ま
た
、
有
望
な
作
曲
家
と
結
婚
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
歴
史
に
名
を
残
す
と
い
う
フ
ォ
ー
レ
以
来
の
エ
ン
マ
の
も
く
ろ
み
の
最
後
の
実
現
例
で

も
あ
り
ま
し
た
。
少
な
く
と
も
、
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
時
代
の
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
友
人
た
ち
は
、

こ
の
結
婚
を
そ
ん
な
風
に
受
け
取
り
ま
し
た
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
、「
上
流
階
級
」
と
ひ
き

か
え
に
、
多
く
の
友
人
を
失
っ
た
の
で
す
。

ドビュッシーとリリードビュッシーとエンマ
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サ
テ
ィ

　

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
と
サ
テ
ィ
は
、
若
い
こ
ろ
、
デ
カ
ダ
ン
派
の
巣
窟
で
あ
る
文
学
酒
場

︿
黒
猫
﹀
に
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
。
パ
リ
音
楽
院
を
や
め
て
︿
黒
猫
﹀
で
ピ
ア
ノ
を
弾

い
て
い
た
サ
テ
ィ
は
、
一
八
九
一
年
に
経
営
者
と
ケ
ン
カ
し
て
別
の
文
学
酒
場
︿
オ
ー
ベ

ル
ジ
ュ
・
デ
ュ
・
ク
ル
ー
﹀
に
移
り
ま
す
。
一
方
学
生
時
代
か
ら
︿
黒
猫
﹀
に
出
入
り
し

て
い
た
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
、
な
ぜ
か
︿
黒
猫
﹀
で
は
な
く
、︿
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
・
デ
ュ
・

ク
ル
ー
﹀
で
サ
テ
ィ
に
会
っ
て
親
交
を
結
ぶ
の
で
す
。
一
九
〇
三
年
ご
ろ
、
サ
テ
ィ
は
週

一
回
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
家
に
来
て
ピ
ア
ノ
を
弾
か
せ
て
も
ら
う
の
が
習
慣
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
よ
り
四
才
年
下
の
サ
テ
ィ
の
社
交
生
活
は
、
十
九
世
紀
よ
り
も
二

十
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
光
彩
を
は
な
ち
ま
し
た
。
彼
の
「
サ
ロ
ン
の
女
主
人
」
は
、
グ
レ

フ
ュ
ー
ル
伯
爵
夫
人
で
も
サ
ン
＝
マ
ル
ソ
ー
夫
人
で
も
な
く
、
よ
り
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
な

シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
ビ
ー
チ
や
ヴ
ァ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
・
グ
ロ
ス
で
し
た
。
一
九
一
八
年
、
ポ
リ

ニ
ャ
ッ
ク
大
公
妃
は
、
サ
テ
ィ
に
交
響
劇
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
』
の
作
曲
を
依
頼
し
ま
す
が
、
こ

の
作
品
の
最
初
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
わ
れ
た
の
は
、
シ
ル
ビ
ア
・
ビ
ー
チ
の
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
書
店
で
し
た
。
こ
こ
は
、
二
十
世
紀
初
頭
の
文
学
者
の
溜
ま
り
場
で
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー

や
レ
オ
ン
・
ポ
ー
ル
・
フ
ァ
ル
グ
は
詩
を
朗
読
し
、
ク
ロ
ー
デ
ル
、
ジ
ッ
ド
、
フ
ラ
ン
シ

ス
・
ジ
ャ
ム
、
ミ
ヨ
ー
、
コ
ク
ト
ー
の
他
に
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ジ
ョ
イ
ス
も
た
び
た
び
顔
を

出
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
画
家
の
ヴ
ァ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
・
グ
ロ
ス
は
、
一
九
一
四
年
に
ロ
ラ
ン
・
マ
ニ
ュ
エ

ル
の
家
で
音
楽
喜
劇
『
メ
デ
ュ
ー
サ
の
罠
』
の
試
演
に
接
し
て
す
っ
か
り
サ
テ
ィ
・
フ
ァ

ン
に
な
り
、
二
人
は
終
生
の
友
情
を
結
び
ま
す
。
サ
テ
ィ
は
、
ヴ
ァ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
を
通

じ
て
コ
ク
ト
ー
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の
コ
ク
ト
ー
が
、
ロ
シ
ア
・
バ
レ
エ
団
の
デ
ィ
ア
ギ

レ
フ
に
サ
テ
ィ
を
紹
介
し
、
コ
ク
ト
ー
の
台
本
、
サ
テ
ィ
の
音
楽
、
ピ
カ
ソ
の
舞
台
装
置

と
い
う
一
九
一
七
年
『
パ
ラ
ー
ド
』
の
歴
史
的
な
上
演
が
実
現
す
る
の
で
す
。

サティ
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五
月
十
八
日
の
『
パ
ラ
ー
ド
』
初
演
を
観
に
い
か
な
か
っ
た
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
二
十
五

日
の
ロ
シ
ア
・
バ
レ
エ
団
の
公
演
に
は
接
し
て
い
ま
す
が
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
『
ペ

ト
ル
ー
シ
ュ
カ
』
を
絶
賛
す
る
ば
か
り
で
『
パ
ラ
ー
ド
』
に
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。
す
で

に
病
が
重
か
っ
た
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
、
そ
れ
か
ら
一
〇
カ
月
後
の
一
九
一
八
年
三
月
二
十

五
日
に
世
を
去
り
ま
す
。
同
じ
年
、
コ
ク
ト
ー
は
『
雄
鳥
と
ア
ル
ル
カ
ン
』
を
出
版
し
、

サ
テ
ィ
を
新
世
代
の
指
導
者
と
も
ち
あ
げ
ま
し
た
。
サ
テ
ィ
は
六
人
組
の
親
玉
的
存
在
で

最
先
端
の
芸
術
の
た
だ
な
か
に
身
を
置
き
ま
す
。
一
九
二
四
年
に
は
『
本
日
休
演
』
の
初

演
を
迎
え
ま
す
。
幕
間
に
ル
ネ
・
ク
レ
ー
ル
監
督
の
映
画
、
そ
の
名
も
ズ
バ
リ
『
幕
間
』

が
上
演
さ
れ
、
サ
テ
ィ
も
デ
ュ
シ
ャ
ン
、
マ
ン
・
レ
イ
、
ピ
カ
ビ
ア
ら
の
ダ
ダ
イ
ス
ト
と

出
演
し
て
い
ま
す
。
や
が
て
肝
硬
変
が
悪
化
し
て
一
九
二
五
年
七
月
一
日
に
亡
く
な
り
ま

し
た
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
出
版
社
に
六
万
六
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
（
六
六
〇
〇
万
円
）
の
借
金

を
残
し
ま
し
た
が
、
サ
テ
ィ
は
無
一
文
で
し
た
。

	

演
奏
曲

サ
テ
ィ

グ
ノ
シ
ェ
ン
ヌ
第
一
番
（
一
八
九
〇
）

9

（
５
）

『パラード』
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注（
１
） 

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ク
ー
プ
ラ
ン
（
一
六
六
八
―
一
七
三
三
）
フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
、
ク
ラ
ヴ
サ
ン
奏
者
オ
ル
ガ
ニ

ス
ト
。
ク
ー
プ
ラ
ン
一
族
の
中
で
最
も
有
名
で
、
大
ク
ー
プ
ラ
ン
と
呼
ば
れ
る
。
父
の
シ
ャ
ル
ル
・
ク
ー
プ
ラ

ン
と
伯
父
の
ル
イ
・
ク
ー
プ
ラ
ン
は
パ
リ
の
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
ヴ
ェ
教
会
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
。
ま
た
、
宮
廷
作
曲

家
と
し
て
室
内
楽
曲
や
王
室
礼
拝
用
の
宗
教
曲
を
作
曲
し
た
。
一
七
一
三
年
、︿
ク
ラ
ヴ
サ
ン
曲
集
第
一
巻
﹀

が
、
一
七
三
〇
年
に
は
︿
ク
ラ
ヴ
サ
ン
曲
集
第
四
巻
﹀
ま
で
出
版
さ
れ
、
合
計
二
三
〇
曲
以
上
が
お
さ
め
ら
れ

て
い
る
。

（
２
） 

セ
ザ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
（
一
八
二
二
―
一
八
九
〇
）
ベ
ル
ギ
ー
に
生
ま
れ
、
主
に
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
た
が
、

国
籍
の
問
題
で
学
校
へ
の
入
学
を
拒
否
さ
れ
た
経
験
を
持
つ
。
三
十
六
歳
で
サ
ン
ト
＝
ク
ロ
テ
ィ
ル
ド
教
会
の

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
転
機
と
な
っ
て
、
以
後
自
分
の
創
作
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。
宗
教

曲
や
オ
ル
ガ
ン
曲
で
は
見
事
な
対
位
法
を
用
い
た
典
礼
用
の
作
品
を
多
く
残
し
、
器
楽
曲
、
室
内
楽
曲
で
も
、

古
典
的
形
式
と
フ
ラ
ン
ク
特
有
の
情
緒
的
フ
レ
ー
ズ
が
融
合
さ
れ
た
優
れ
た
成
果
を
残
す
。

（
３
） 
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
シ
ャ
ブ
リ
エ
（
一
八
四
一
―
一
八
九
四
）
フ
ラ
ン
ス
音
楽
の
エ
ス
プ
リ
と
言
え
ば
シ
ャ
ブ
リ

エ
の
名
前
が
挙
が
る
ほ
ど
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
や
ラ
ヴ
ェ
ル
に
先
駆
け
て
、
近
代
フ
ラ
ン
ス
音
楽
の
興
隆
に
大
き

く
貢
献
し
た
。
子
供
の
頃
か
ら
音
楽
の
才
能
を
示
す
も
の
の
、
父
親
の
意
向
で
法
律
を
学
ぶ
。
一
八
六
二
年
に

内
務
省
に
入
り
、
一
八
八
〇
年
ま
で
勤
め
、
以
後
は
音
楽
に
専
念
す
る
。
喜
歌
劇
《
星
》（
一
八
七
七
）
や
管

弦
楽
曲
《
ス
ペ
イ
ン
》（
一
八
八
三
）
な
ど
大
規
模
な
傑
作
も
残
し
て
い
る
が
、
シ
ャ
ブ
リ
エ
の
音
楽
に
親
し

む
に
は
、
ピ
ア
ノ
曲
が
最
適
で
あ
る
。

（
４
） 

ジ
ャ
ン
＝
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ラ
モ
ー （
一
六
八
三
―
一
七
六
四
） 

フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
、
音
楽
理
論
家
。
十
八
世
紀

前
半
の
盛
期
バ
ロ
ッ
ク
を
代
表
す
る
音
楽
家
の
一
人
で
、
数
多
く
の
優
れ
た
劇
音
楽
を
書
い
た
こ
と
、
理
論
書

に
よ
っ
て
近
代
和
声
理
論
の
基
礎
を
確
立
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
ラ
モ
ー
は
音
楽
家
と
し
て
の
経
歴
を
教
会

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
生
涯
に
お
い
て
鍵
盤
楽
器
は
つ
ね
に
そ
の
中
心
に
あ
っ
た
。

（
５
） 

エ
リ
ッ
ク
・
サ
テ
ィ
（
一
八
六
六
―
一
九
二
五 
）
フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
。
全
作
品
の
う
ち
半
分
以
上
を
ピ
ア

ノ
曲
が
占
め
ど
れ
も
純
粋
な
美
し
さ
を
持
っ
て
い
る
。
十
代
の
と
き
パ
リ
音
楽
院
で
ピ
ア
ノ
や
作
曲
を
学
ん
だ

が
、
音
楽
界
特
有
の
保
守
的
な
雰
囲
気
に
な
じ
ま
ず
、
そ
の
後
は
キ
ャ
バ
レ
ー
や
芸
術
家
仲
間
と
の
関
わ
り
の

中
で
作
曲
活
動
を
し
た
。
奔
放
で
、
権
威
的
な
存
在
を
風
刺
す
る
標
題
は
、
伝
統
的
作
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
自

身
の
自
由
な
発
想
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

青
柳
い
づ
み
こ　
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
文
筆
家

　

安
川
加
壽
子
、
ピ
エ
ー
ル
・
パ
ル
ビ
ゼ
の
各
氏
に
師
事
、

フ
ラ
ン
ス
国
立
マ
ル
セ
イ
ユ
音
楽
院
首
席
卒
業
。
東
京
藝
術

大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
、
学
術
博
士
。
矢
代
秋
雄
、
八

村
義
夫
、
武
満
徹
作
品
に
よ
る
リ
サ
イ
タ
ル
「
残
酷
な
や
さ

し
さ
」
に
よ
り
、
平
成
元
年
度
文
化
庁
芸
術
祭
賞
。
演
奏
と

文
筆
を
両
立
さ
せ
る
稀
有
な
存
在
と
し
て
注
目
を
集
め
、
こ

れ
ま
で
リ
リ
ー
ス
し
た
一
一
枚
の
Ｃ
Ｄ
が
『
レ
コ
ー
ド
芸
術
』

で
特
選
盤
と
な
る
ほ
か
、
安
川
加
壽
子
の
評
伝
『
翼
の
は
え

た
指
』
で
吉
田
秀
和
賞
、『
青
柳
瑞
穂
の
生
涯
』
で
日
本
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
賞
、『
六
本
指
の
ゴ
ル
ト
ベ
ル
ク
』
で
講

談
社
エ
ッ
セ
イ
賞
、
Ｃ
Ｄ
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
」
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ペ
ン
ク
ラ
ブ
音
楽
賞
を
受
賞
。
近

著
に
『
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
』（
中
公
新
書
）、『
水
の

音
楽 

オ
ン
デ
ィ
ー
ヌ
と
メ
リ
ザ
ン
ド
』（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
）、『
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
の
祝
祭
』（
中
公
文
庫
）。
Ｃ
Ｄ

に
「
春
の
祭
典
・
ペ
ト
ル
ー
シ
ュ
カ
」（
ア
ー
ル
・
レ
ゾ
ナ
ン

ス
）、「
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
夢
」（
コ
ジ
マ
録
音
）。
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
没
後
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
連
続
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

す
る
他
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
晩
年
に
焦
点
を
あ
て
た
評
論
を

執
筆
中
。
日
本
シ
ョ
パ
ン
協
会
理
事
。
大
阪
音
楽
大
学
教

授
、
神
戸
女
学
院
大
学
講
師
。
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